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果を述べた 3章，かさ高い構造と鎖状構造が共存する場合の競合を検討した 4章，全体を総括した 5章































 4 章では，3 章においてかさ高いコレステロールと鎖状分子の添加効果が相反することを結論したことを
踏まえ，こうした分子形状の特徴が分子内に共存する場合の添加効果を検討している．この目的のため
に著者は添加分子として，代表的な液晶性化合物群であるアルキルシアノビフェニル（nCB）を選んでい
る．回折実験により膜内で nCB 分子が DPPC 分子のアルキル鎖と平行に位置することを確認した上で
相転移挙動を調べ，小さな偶奇効果を無視すると，アルキル鎖長 n が小さい領域では嵩高い分子の添




























 令和 2年 2月 15日，数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと，
著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によっ
て，合格と判定された． 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める， 
 
